
（地 392） 

令 和 ２ 年 １ １ 月 １ ０ 日 

都道府県医師会 

  担 当 理 事 殿 

日本医師会常任理事          

長 島 公 之    

 

ＮＢＣＲ対策推進機構 

第３回「ＣＢＲＮＥテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」の開催について（再依頼） 

 

さて先般、令和２年９月９日付（地 303）の文書をもって、貴会にＮＢＣＲ

対策推進機構による「ＣＢＲＮＥテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」の開催につ

いてご案内をお送り申し上げたところですが、同機構より再度、周知方依頼が

ありました。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくととも

に、貴会災害医療担当者等への周知方につきご高配賜りますようよろしくお願

い申し上げます。  

記 

 

ＮＢＣＲ対策推進機構 

第３回「ＣＢＲＮＥテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」 

開催日：令和２年１２月６日（日） ９：００～１７：００ 

締切日：令和２年１１月１７日（火）  

定員 会場：３０名 オンライン：１００名 

費 用：ＮＢＣＲ対策推進機構の個人正会員：１．５万円 

ＮＢＣＲ対策推進機構の団体正会員：１万円 

非会員：２万円 

    場 所：エピオス セミナー・ルーム 

        東京都江東区富岡１－２６－１５飯田ビル５Ｆ 

 



公益社団法人

常任理事

本医師

島公之 殿

第3回「CB則Eテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」

都道府県医師会への再度の広報についてのお願い

02NBCR第222号

令和2年11月2日

i呈啓

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

弊機構は令和2年度事業の一環として、第3回「CBRNEテロ・災害と医療対策

担当者養成講習会」を別添のとおり計画し、公益社団法人日本医師会殿のご後

援を得て目下鋭意準備中です。

本講習会の都道府県医師会への広報につきましては、既に「02耶CR第174号

(令和2年9月1日)」にてお願いしているところでありますが、受講希望者が

予定人数に達していないため、誠に恐縮でありますが、再度の広報をご配意賜

りますよう、改めてお願い申し上げます。

特定非

NBCR

理事長

利活動法

推進機

上忠

別添:第3回「CB則Eテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」(案)
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第3回「CBRNEテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」(案)

一救命救急医産業医等及びCBRNE災害対策担当者等が知っておくべきことー

Q級認定コース日医生涯教育制度4.5単イ立認定)

主催 NP0法人 NBCR対策推進機構

後援公樹士団法人日本医師会

開講(オンライン受講及び会場受i樹のご案内

世界ではあらゆるところで、テロを含む人為的災害、自然現象等に起因した特殊な災害が多

発しております。最近の英国における神経斉Ⅲノビチョック」による殺人未遂事件やマレーシ

ア・シリア・英国等における有毒化学剤によるテロ頻発や戦場での化学兵器の使用、米国にお

ける大規模塩素流出事故、或いはスリランカにおける爆弾テロなどにより、子供を含む市民や

軍人等が多数死亡しています。また、日本の国内においても、昨年1月の群馬県・草津白根山

の噴火による死傷者の発生等、連日のように「まさか」と思うようなテロや事件・事故が発生

しております。2021年の東京オリンピック・パラリンビックを目前に控え、また、全国各地

で開催されるビッグ・イベント等に備え、最近では、特に、爆弾テロや毒陛化学物質等による

化学テロを始めとしたCBRNE災害と医療対策の重要性が改めて認識されております。

そこで、今回は、新型コロナウイルスの全国的な流行拡大等も考慮して、これまでとは異な

つたオンライン講習会を主体とした、「各種テロ・災害と医療対策」を主体に医療と消防の連

携も加えた、「cBRNEテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」(救命救急医・産業医等及びCBRNE

災害対策担当者等が知っておくべきこと)(1級認定コース)を開講することと致しました。

今回の講習会では、災害と医療、化学テロ・化学災害、バイオテロ・バイオ災害、放射線テロ・

放射線災害、核テロ・核関連災害、爆発物テロ・爆発物災害等の各種災害と医療対策、消防と

医療の連携などのCBN全般に亘る医療対策に焦点を当て、これらの災害事態に対処能力の向

上が出来る講習会を企画いたしました。

特に、本講習会は、我が国のCBRNEテロ・災害と医療対策の釘斐に亘って真に役立つ危機管

理コース(CBRNE危機管理者1級認定)で、特にオンラインによる受講の皆様には会場受講と

全く同様な酉肺資料等により受講頂く事に致しました。また、今回も日本医師会生涯教育制度

の認定を頂く予定です。

ご多忙中の折柄誠に恐縮に存じますが、奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。

令和2年Ⅱ月吉日

NP0法人那CR対策推進機構

ZX
長片山虎之助ユニ;

理事長井上忠雄



第3回「CB圈Eテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」傑)

救命救急医・産業医等及びCBN災害対策担当者等が知っておくべきこと

1級認定コース・日医生涯教育制度4.5単イ立認定

主催 NP0法人NBCR対策推進機構

後援公潜士団法人日本医師会

■趣旨

最近、英国における神1鞘1「ノビチョック」による殺人未L球事件やシリア・イラク等ではサリン・マスタード

ガス弌塩素などを使った化学テロ等が頻発しています。また、マレーシアの空港では猛毒のVX による殺人テロ

事件やスリランカにおける爆弾テロ等が起こっています。幸い我が国では1994・1995年のサリン事件以降、CBN

を使用した大規模なテロ事案は発生していませんが、2015年には猛毒りシンを焼酎1ゴ昆入させた殺人未遂事案や

多くの化学災害事案・爆発物の製造等の事案が起きています。一度CBNテロやCBN災害が発生すると多くの

傷病者が発生します。地下鉄サリン事件では6300人が被害に逢い、その多くが280の病院で受診し、95余の病

院に約1,000人が入β完し加療を受けました。CBN災害では、検知・警報、防護、除染、医学的対応が重要です

が、特に生命の救出に関わる医学的対応が重視されています。平素からCBNテロ・災害等の関連情報を収集・

ヨ判西し、最新の情報・経験を踏まえてテロ対策等を見直した訓練やi拶轡を実施する必要があります。

今回の講習会では、化学テロ・化学災害、バイオテロ・バイオ災害、放射線テロ・放身す線災害、核災害、爆発

物テロ・爆発物災害等CB硲IE災害笥斐に亘り、医療対策を主軸に、消防と医療の連携等を含め、対処能力の向上

に真に役立つ対策等を現在、日本の夫々の分野で第1人者のi謬市の先生方に解説して戴きます。

匪講習対象者

救命救急医、産業医、病院等医療危機管理担当者、保健沸哉員、消防関俳職_員、企業危機管理担当者、自治体

危機管理鬪系者

■認定証発行

講習修了H寺認定市數を行い、「cB則E災害対策危機管理者認、定証(1級)」を発行します。

■講習日時等

疋貝

■細部

※カリキュラム 付紙一1

※申込:オンライン受講の場合はE メーノレにて、弊機構事務局宛<info@'1bcr-taisaku.com>にお申込みくだ

令和2年12月6日(日) 9:00~1 7:00

講習日時

さい。申込方法は、 Eメールタイトノレ「12月 CBRNE対策医療i蒜"習会申込」、メール本文に、受i蒜者氏名(ふり

力y幻・請求書あて名・住所・電ヨ舌番号・Eメールアドレス・幣機構の会員有無を記載お願いします。

会場受講の場合は、 Eメール・FAX (FAX申込書付紙一2)どちらからでも申込可能です。

※会場:総エピオスセミナー・ノレーム(〒135-0047 東京都江東区富岡1-26-15 飯田ビル5F)

東京メトロ東西線門前仲町2番出口、都営大江戸線門前仲町5番出口、徒歩8分 付紙一2

※締切:先着定員になり次第申込を締め切り。オンライン受三蒜者・会場受i蒜者の合計が30名以下の場合は延

期し11頂延の通知。

※費用:2万円(個人正会員:1.5万円)会場受講、オンライン受講、金額に差はありません

受付締切

11月17日(火)
・会場:30名

・オンライン:100名



慶カリキュラム

日 時

09:00~09:10

間

09:10~10:00

※オリエンテーション

1

10:00~H :00

災害と医療対策

一救急医療の側面からー

(質加古答5分を含む)

科

H :00~11:10

目

2

11:10~12:00

化学テロ・化学災害と医療対策

(質疑応答5分を含む)

12:00~12:50

蜘總蒼理事長(元陸自化学校長)

休憩(10分)

先生

3 新型感染症への備え

一新型コロナウイノレスを中心にー

(質罵志答5分を含む)

12:50~13:50

日本医師会常任理事

長島公之先生

休憩(昼食)

嘴

4

13:50~14:40

師

放射線テロ・放射線災害と医療対策

(質罵志答5分を含む)

医療法人社団元気会

箱崎幸也

付紙一1

井上忠雄

5

14:40~15:30

核テロ・核関連災害と医療刻策

(質鼎志答5分を含む)

防衛医科大学校医学教育部医学矛斗

内科蛎蒜座(感染症、叩及器)樹受

川名明彦先生

横醐丙院長

先生

15:30~15:40

6 爆発物テロ・爆発物災害と医療対応

(質霜古答5分を含む)

15:40~16:30

東京医劉呆健大学大郭完樹受

(元量子科学技休殉院開発樹菁上席研究

フェロー)

16:30~16:35

休憩(10分)

16:35~16:55

7 医療と消防の連携

(質鞄古答5分を含む)

16:55~17:00

国際医療福祉大学クリニック院長

鈴木元先生

*識市の先生と講義のj1頂序につきましては、止むを得ない事情により、

変更となる場合がございますのでご承知おきください。

休憩(5分)

明石真言先生

8

東京都災害医療コーディネーター

杏林大学医学部主任教授

高度救命救急センタ→憙

山口芳字谷先生

試 験

修了証・認越正イ寸与

東京消防庁装備部長

石川享^彦

姶
月
 
6
 
日
⑧



付紙一2

第3回「CBRNEテロ・災害と医療対策担当者養成講習会」会場受講専用申込書

申込締切 令和2年Ⅱ月17 e ek)

申込先 F腿 03-5829-6197

申込者価属・団体名、
取り纏め担当者氏名)

戸講者

※惜書にて分かりやすく

こ矯己入下さい0

氏名(ふり力y幻

所在地

連絡先

会員の方は
0でお囲みください

ーツクハームハ

要望事項・請求書の
宛名等

●会場:総エピオスセミナー・ルーム(〒135・0047 東京者K江東区富岡1・26-15 飯田ビノレ5F

(地下鉄東西線、大江戸線「門前仲畴尺12番又は5番出口を出て永代通りを木ι昜方向M走歩約8分。

トヨタレンタカー隣り駐車場はありません)

Eメールアドレス(必3助
電話番号

NBCR対策描隹機構

所

飯田ビル

属

ブヲザ門戴

.

町

門俳仲町

職

駅前留学NOYA門前仲
田^校英会藷スクー0

日
.

図日

9 §而謡田熟門盲翁白校＼、

F態番号

個人正会員

宝弁ヒル

ス途科医院

) PLACE

ルプレイス
昌ノ

LA
ノト

.

ノ

φ

みむと"

.

.

〆ゾンべ鳳.カナル

,

盧●
.'

.

,』

1 ゛ール淘庄

'.

団体会員

パサス

.

.

剖闘ビル

◆連絡先

.
,
.

担当:阿音β剛士

φ四
シエーン英会話
門前仲町絞
'ν 1丁目

/

佐佳ヒ

.

盈tl、か癌U,

男公 .

NBCR文糠1飼隹謝茸 TEL:03-5829-6187 Eメーノレ:info@11bcr-taisaku.com

永代寺

中

デイリーザキ

門荊仲可駅前店
コンEニエンスストア

.

＼'す峅ン

、＼トfranZドイツ語ゼミナール

9
^^゛b旧

西居

.

魚三ピル

9

、

.

富岡j入
玉の市ケ砧か

空雌ヒル

.

m 肺^広

円雨ヒル

.

、_ノ

木の角

八暢1

レンデンス穿昌

99

〒

Y
f
ユ

岡
 
Y
日
ス
ト
ア

リ
前
工

ミ
円
一

ア

J

フ

V員析

、

四
.

,
勗
/

ン
業
.
'
ノ
ノ
,

ン
、

◎
f
・

ポ
仲
,
、
司

二
門
＼

,
/~
み

9
亊
ブ

＼
＼

く
地玉

釦
9

ノ

/

タ

/

E


